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大正4（1915）年創部
全国2番目の歴史と伝統

■創立50 周年記念式典のようす

本
市
に
本
拠
地
を
置
く
硬
式

野
球
チ
ー
ム「
桂
倶
楽
部
」は
、

本
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

桂
倶
楽
部
の
創
始
者「
奥お
く
げ
ん
ろ
く

源
禄
」の「
野
球
で

培
わ
れ
た
健
全
な
精
神
こ
そ
郷
土
発
展
に
つ
な

が
る
最
善
の
道
」を
部
訓
と
し
て
、
地
域
に
根

差
し
た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
号
に
続
き
今
回
は
、
桂
倶
楽
部
の
復
興

期
を
ご
紹
介
し〝
桂
倶
楽
部
１
０
０
年
の
あ
ゆ

み
〟を
た
ど
り
ま
す
。

桂倶楽部
　  100年

【
桂
倶
楽
部 

復
興
期
】

　

戦
争
が
日
本
の
敗
戦
と
い
う
形
で
終
結
し
、

食
糧
難
の
時
代
か
ら
混
乱
と
虚
脱
感
が
人
々
を

支
配
し
て
い
た
時
代
に
も
桂
倶
楽
部
は
古
い
グ

ラ
ブ
や
傷
だ
ら
け
の
バ
ッ
ト
を
持
ち
寄
り
、
谷

村
工
商（
現
谷
村
工
高
）の
校
庭
で
ボ
ー
ル
を
追

い
、
野
球
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

監
督
に
灘な
だ
や
ま
ん
た
ろ
う

谷
満
太
郎
が
就
任
し
、
桂
倶
楽
部

の
歴
史
の
続
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
22（
１
９
４
７
）年
に
、
第
18
回
都
市
対

抗
野
球
県
大
会
で
優
勝
し
甲
神
静
大
会（
山
梨
・

神
奈
川
・
静
岡
）に
出
場
し
ま
し
た
が
、
神
奈

川
地
区
代
表
で
あ
っ
た「
川
崎
ト
キ
コ
」に
惜
敗

し
、
本
大
会
出
場
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
た
。

　

し
か
し
、
続
く
県
下
硬
式
野
球
大
会
、
県
営

球
場
復
旧
記
念
大
会
で
は
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
軟
式
野
球
に
お
い
て
も
桂
倶
楽
部
の

メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
た
谷
村
LC
が
軟
式
野

球
全
国
大
会
で
準
優
勝
す
る
な
ど
県
内
社
会
人

野
球
で
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

桂
倶
楽
部
の
活
動
に
刺
激
さ
れ
、
谷
村
工
商

（
現
谷
村
工
高
）は
、
い
ち
早
く
野
球
部
を
再
興

し
県
予
選
・
山
静（
山
梨
・
静
岡
）予
選
を
勝
ち

抜
き
、
甲
子
園
に
初
出
場
し
た
の
も
こ
の
年
で

し
た
。

　

谷
村
工
商
の
甲
子
園
出
場
を
機
に
谷
村
OB
が

続
々
と
桂
倶
楽
部
に
加
入
し
、
チ
ー
ム
力
は
さ

ら
に
高
ま
り
、
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
、
第
26

回
都
市
対
抗
野
球
山
静
大
会
に
お
い
て
ノ
ン
プ

ロ
東
芝
富
士
を
破
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
翌
31
年
の
第
27
回
都
市
対
抗
山
静
大

会
に
も
出
場
し
ま
し
た
が
、
日
本
軽
金
属
に
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
大
会
で
活

躍
し
た
高
村
和
夫
選
手
が
大
昭
和
製
紙
の
補
強

選
手
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
後
に「
た
っ
た
一
人

の
夢
舞
台
」と
形
容
さ
れ
た
高
村
和
夫
選
手
の

都
市
対
抗
野
球
本
大
会
出
場
は
、
山
梨
県
野
球

界
初
の
快
挙
で
し
た
。

　

時
代
は
、
高
度
成
長
期
に
入
り
、
大
企
業
が

次
々
と
社
会
人
野
球
に
参
画
し
、
都
市
対
抗
本

大
会
出
場
チ
ー
ム
は
、
大
企
業
チ
ー
ム
が
占

め
、
地
域
の
チ
ー
ム
は
、
ま
す
ま
す
埋
没
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

山
梨
県
内
に
お
い
て
も
戦
前
よ
り
存
続
し
て

い
た
商
門（
甲
府
商
OB
）・
鶴
城（
甲
府
一
高
OB
）

な
ど
の
各
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
35（
１
９
６
１
）年

ま
で
に
廃
部
と
な
り
ま
し
た
が
、
戦
後
新
た
に

甲
府
貯
金
局
、
富
士
急
行（
当
時
富
士
山
麓
鉄

道
）、
関
東
電
気
工
事
な
ど
８
チ
ー
ム
の
実
業

団
チ
ー
ム
を
含
む
20
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
が
静
岡
県
の
大
企
業
チ
ー
ム
の
壁
に
阻
ま

れ
、
い
ず
れ
も
数
年
で
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
桂
倶
楽
部
は
、
存
続

し
て
き
ま
し
た
。
奥
源
禄
部
長
、
灘
谷
満
太
郎

監
督
、
選
手
一
同
が
伝
統
を
守
り
、
山
梨
県
の
社

会
人
野
球
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

　

昭
和
40（
１
９
６
５
）年
に
は
、
創
部
50
周
年

を
迎
え
、
こ
れ
を
機
に
闘
将 
志
村
孝
一（
後
の

市
体
育
協
会
会
長
）が
新
監
督
に
就
任
し
、
次

の
時
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

翌
41
年
、
第
37
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
お

い
て
山
梨
県
を
制
し
、
二
次
予
選
山
静
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
主
将 

城
之
内
義
昭
の
選
手

宣
誓
か
ら
始
ま
っ
た
大
会
は
、
静
岡
の
実
業
団

４
チ
ー
ム（
日
本
楽
器
、
河
合
楽
器
、
大
昭
和

製
紙
、
金
指
造
船
）と
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦

を
戦
い
ま
し
た
が
４
戦
全
敗
で
創
部
50
周
年
を

飾
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
奈
良
不
二
也
の
４
割
５
分
４
厘
と
い

う
高
打
率
が
評
価
さ
れ
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
山
梨
県
の
選
手
が
個
人
賞
を
受
賞
し
た

の
は
、
大
会
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　
※
灘
谷
満
太
郎
…
満
州
生
ま
れ
で
満
鉄
倶
楽
部

か
ら
駿
河
銀
行
・
大
昭
和
製
紙
を
経
て
奥
源
禄

の
勧
め
で
昭
和
15
年
に
谷
村
町
に
移
り
住
み
桂

倶
楽
部
に
入
部
・
谷
村
工
商
甲
子
園
出
場
時
の

監
督

■昭和41 年　第37 回都市対抗野球大会


